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第３回定例会
の主な日程

議
員　

不
特
定
多
数
の
人
と
接
す
る

こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
業
種
、
特
に

医
療
や
介
護
・
保
育
な
ど
に
従
事
す

る
方
が
定
期
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受

け
ら
れ
る
体
制
を
整
備
し
、
感
染
拡

大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
を

図
る
必
要
が
あ
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
の

従
事
者
を
対
象
と
し
た
定
期
的
な
検

査
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。
希
望

に
よ
り
全
額
自
己
負
担
で
の
検
査
環

境
整
備
の
方
針
が
国
か
ら
示
さ
れ
た

が
、
国
の
負
担
に
よ
る
行
政
検
査
と

し
て
の
実
施
を
働
き
掛
け
て
い
く
。

議
員　

本
県
は
障
が
い
者
の
雇
用
率

と
福
祉
的
就
労
の
工
賃
が
全
国
下
位

の
状
況
に
あ
る
。
障
が
い
の
あ
る
方

も
地
域
社
会
で
生
涯
を
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
社
会
参
加
の
促
進
と

安
定
的
な
生
活
の
維
持
に
不
可
欠
で

あ
る
、
働
く
場
の
確
保
と
工
賃
向
上

を
今
後
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

茨
城
労
働
局
と
連
携
し
て
法

定
雇
用
率
未
達
成
企
業
の
個
別
訪
問

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
優
良
企
業

に
対
し
て
は
、
県
主
催
の
就
職
面
接

会
へ
の
優
先
参
加
な
ど
で
障
害
者
を

積
極
的
に
雇
用
す
る
企
業
を
支
援
す

る
。
工
賃
向
上
は
、
農
福
連
携
の
推

進
や
市
町
村
な
ど
へ
の
訪
問
活
動
強

化
で
さ
ら
な
る
優
先
調
達
に
努
め
る
。

併
せ
て
、
最
低
賃
金
に
準
ず
る
仕
組

み
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

議
員　

県
民
を
一
つ
の
家
族「
い
ば

ら
き
家
」
と
捉
え
て
助
け
合
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
生
み
の
親
の
下
で

育
つ
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち

が
、
温
か
な
愛
情
の
中
で
育
つ
環
境

を
整
え
て
い
く
た
め
に
も
里
親
委
託

の
推
進
は
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、

速
や
か
な
里
親
の
登
録
ま
た
は
認
定

に
結
び
つ
く
よ
う
審
議
会
の
回
数
増

を
提
案
す
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

登
録
里
親
を
増
加
さ
せ
る
た

め
、
積
極
的
な
周
知
広
報
や
説
明
会

な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
里
親

の
資
質
向
上
に
も
取
り
組
む
。
長
期

的
に
実
親
の
養
育
が
望
め
な
い
新
生

児
な
ど
の
場
合
は
、
児
童
相
談
所
で

養
子
縁
組
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

親
族
里
親
の
認
定
は
、
必
要
に
応
じ

た
臨
時
的
な
審
議
会
も
検
討
し
て
い

く
。

（
ほ
か
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
偏
見
・
差
別
の
予
防

対
策
、
い
ば
ら
き
の
梨「
恵
水
」
の

ブ
ラ
ン
ド
育
成
、「
地
方
か
ら
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
」
選
択
的
夫
婦
別
姓

な
ど
も
質
問
）

設楽　詠美子 議員
県民フォーラム
筑 西 市 選 出  

一括方式

茨
城
型
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
方
針
と
支
援

障
が
い
者
の
就
労
支
援

い
ば
ら
き
家
の
愛
を
育
む
里
親
推
進

議
員　

多
方
面
に
影
響
を
も
た
ら
す

施
策
を
推
し
進
め
る
際
に
は
、
県
議

会
に
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
議
論
を

通
じ
て
、
県
民
の
声
を
反
映
さ
せ
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。
四
年
目
を
迎
え

る
大
井
川
知
事
は
、
一
度
立
ち
止
ま

り
初
心
に
戻
り
、
県
議
会
と
真
摯
に

向
き
合
い
、
よ
り
よ
い
新
し
い
茨
城

づ
く
り
を
一
緒
に
目
指
し
て
欲
し
い

と
考
え
る
が
、
残
り
の
任
期
を
県
議

会
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
。

知
事　

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
に
機

動
的
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
県
議

会
と
一
体
と
な
っ
て
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
効
果
的
な
施
策
を
展
開
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
引
き
続
き
、
県

議
会
と
は
連
携
・
協
力
し
て
政
策
議

論
を
重
ね
な
が
ら
、「
活
力
が
あ
り
、

県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」
の
実
現

と
い
う
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て
、

と
も
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
が
迫
る
中
、
老
朽
化
が
激
し
い

保
健
所
庁
舎
の
改
築
、
更
新
を
視
野

に
入
れ
て
保
健
所
の
再
編
を
検
討
し

な
け
れ
ば
、
保
健
所
の
機
能
強
化
は

机
上
の
空
論
に
終
始
し
て
し
ま
う
。

改
め
て
保
健
所
の
機
能
強
化
・
人
員

確
保
に
向
け
た
対
応
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
知
事
の
所
見
は
。

知
事　

保
健
所
へ
の
県
庁
職
員
の
派

遣
や
退
職
し
た
保
健
師
の
雇
用
、
市

町
村
保
健
師
の
応
援
要
請
な
ど
、
保

健
所
の
機
能
が
十
分
果
た
さ
れ
る
よ

う
努
め
て
き
た
。
保
健
所
庁
舎
に
つ

い
て
は
、
老
朽
化
が
進
み
修
繕
で
は

「
新
し
い
生
活
様
式
」
へ
の
対
応
が

難
し
い
庁
舎
も
あ
る
た
め
、
今
年
度

中
に
「
保
健
所
庁
舎
の
整
備
等
に
係

る
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
今
後
の

社
会
情
勢
や
地
域
実
情
の
変
化
を
踏

ま
え
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

県
西
地
域
の
輝
け
る
夢
の
あ

る
未
来
図
の
実
現
に
向
け
て
、
将
来

像
を
描
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

県
は
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
示
し

に
お
い
て
大
規
模
水
害
時
の
広
域
避

難
に
係
る
協
定
を
締
結
し
た
の
で
、

他
の
主
要
河
川
の
協
議
会
で
も
導
入

を
働
き
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、
茨
城

県
ホ
テ
ル
旅
館
生
活
衛
生
同
業
組
合

と
「
災
害
時
に
お
け
る
宿
泊
施
設
等

の
提
供
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、

ホ
テ
ル
や
旅
館
を
広
域
的
な
避
難
施

設
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
市
町
村

の
災
害
対
応
を
支
援
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
本
県
農
業
の
担
い
手
確

保
や
小
中
学
校
に
お
け
る
学
校
行
事

へ
の
不
安
解
消
な
ど
も
質
問
）

飯塚　秋男 議員
いばらき自民党
下 妻 市 選 出  

一括方式

保
健
所
の
再
編

県
西
地
域
の
将
来
像

て
い
く
の
か
。

知
事　

地
下
鉄
八
号
線
の
県
内
延
伸

の
前
提
と
な
る
野
田
市
ま
で
の
延
伸

の
早
期
事
業
化
に
向
け
、
国
に
要
望

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。
県
西
縦

断
道
路
は
沿
線
自
治
体
が
組
織
す
る

協
議
会
へ
の
参
画
を
通
じ
て
、
引
き

続
き
支
援
し
て
い
く
。
砂
沼
サ
ン

ビ
ー
チ
跡
地
は
持
続
的
で
魅
力
的
な

拠
点
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
県
西

地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
発

揮
し
、
住
み
た
い
地
域
と
し
て
、
ま

た
、
観
光
や
投
資
の
対
象
と
し
て
県

内
外
の
方
々
か
ら
選
ば
れ
る
地
域
と

な
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

感
染
拡
大
と
の
複
合
災
害
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
甚
大
な
被
害
が
広

域
的
に
発
生
し
た
場
合
に
は
、
市
町

村
単
独
で
対
応
す
る
こ
と
は
極
め
て

困
難
で
あ
る
。
市
町
村
域
を
超
え
た

広
域
避
難
所
の
設
置
な
ど
を
視
野
に

入
れ
、
県
は
市
町
村
に
ど
の
よ
う
な

支
援
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

知
事　

広
域
避
難
に
つ
い
て
は
、
国

や
県
、流
域
市
町
村
で
構
成
す
る「
鬼

怒
川
・
小
貝
川
減
災
対
策
協
議
会
」

感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
た

複
合
災
害
対
策

就
任
後
四
年
目
を
迎
え
る

知
事
の
県
政
運
営
の
基
本
姿
勢

ことば ※【代表質問】…会派を代表して行う質問を代表質問といいます。茨城県議会の場合には、４人以上の会派が代表質問を行うことができます。なお、議員個人の立場で行う質問を一般
質問といいます。

里親委託の推進を

県西地域と首都圏をつなぐ圏央道（常総IC付近）

魅力向上に関する
調査特別委員会

９
月
９
日︵
水
︶

飯い
い
つ
か塚　
　

秋あ
き
お男
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

９
月
10
日︵
木
︶

設し
だ
ら楽

詠え

み

こ
美
子
︵
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
︶

田た
む
ら村　

け
い
子こ

︵
公　
　

明　
　

党
︶

●
質
問
者

代表質問※（要旨）

　令和２年第３回定例会は、以下の会期
日程で開催されました。

■９月４日（金）　 本　　会　　議
（開会、知事提出議案説明）

■９月９日（水）　 本　　会　　議

　　　10日（木）  （代表質問・質疑）

■９月11日（金）

　　　14日（月）  
（一般質問・質疑）　　　15日（火）

　　　16日（水）

■９月18日（金）
　 常 任 委 員 会

　　　23日（水）

■９月24日（木）　 本　　会　　議
（予算関係議案常任委員長報告等）

■９月25日（金）　 決算特別委員会

■９月28日（月）　 予算特別委員会

■９月29日（火）

■10月１日（木）　 本　　会　　議
（委員長報告、採決、閉会）

}

}
} 本　　会　　議

議
場
で
の
質
問
の
様
子
は
、

こ
ち
ら
か
ら
録
画
映
像
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す


